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１ １・ 談合１１る超過利得の測定

談合 に 関す る研 究 の一 つ と して 注 目に 値す る の

は， 談 合 によ る超 過 利 得を 測 定す る 試み で ある。

ジ ョ ン・マ ク ミ ラ ン は，
ヂ談 合 の も と の 受 注 調 整 が

お こな わ れた 結 果 と しての 落 札価 格」 と
「談合 の

ない競争入札の場合の落札価格」 との差を入札建

設 業者 の 超 過利 得 と して計 測 して い る。 また， 基

本 的 には マク ミ ラ ンモ デ ルの 考 え方 に 基 づきつ つ

も いく つ か の前 提 や仮 定 につ い て改 善 をお こ なっ

た 山 下哲 一 モ デル が ある。

前 者の マ ク ミラ ンモ デルの 計 算結 果 によ る と超

過利 得 は落 札 価格 の１６％ ～３３％ に 達す る と して い

る。 一方， 後者 の 山 下モ デル に よる と超 過利 得 は，

約４ ％ と なっ て いる。 両者 の 結果 が大 き く 違う。

１ ・・ｌｌｌ１！１ｌｌｌｌ１１１
マク ミ ラ ンモ デル の 計算 は， ゲー ムの 理 論 を応

用 した シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で あ る。 シ ミ ュ レ ー シ ョ

ンに は次 のよ う な前 提 や仮 定 が ある。

① ま ず， パラメ ータ は
ジ入 札 企業 数 ｎ」 と 当該

プロ ジェク トに お ける 各入 札 者の コス トのう ち

「最 低 コ ス ト ａ」 と
ダ最 高 コ ス ト ＡＪ で あ る。

② そ れぞ れ の入 札考 は当該 プロ ジェク トに 関す

る 自 社 の コ ス ト は わ か っ て い る。 し か
し 他 の 入

札 者 の コ ス ト は わ か ら な い。 た だ， そ れ ぞ れ の

入 札 者 は他 の入 札者 た ち のコ ス トの 確率 分 布 を

知 っ て い る と す る。
こ の モ デ ル で は，

そ れ ぞ れ

の 入 札者 の コス トが最 低コ ス ト から 最高 コ ス ト

の 間 で等 しい 確率 で分 布 して い ると 考 える。 マ

ク ミ ラ ンは， カ ナ ダ政 府 の競 争 入札 デ ータ によ

る と こ の仮 説 は正 しい と いう が， こ の 妥当 性 は

確認 す る必 要 があ る。

③ そ れ ぞ れの 入札 者 は， プロ ジ ェク トがも た ら

すリ スク に 関 わ らず期 待 利 得を 最大 化 する よう

に 自ら の 入 札 価格 を決 め る。 ここ がそ れぞ れの

入札者に よるゲー ムに該当 し， 結 果と して それぞ

れの入札 者が最適 と考える 均衡価格 が求まる。

④ 各入札者の入札価格の中で最低価格が落札価

格 と な る。

⑤ 最 後の 重 要な 仮定 は，
「談合 に よる 落 札価 格」

の 定 義 である。ここ で は
「談 合に よる 落 札価 格」

が公 共 発注 者 の持 つ 「予 定価 格」 に 等 しい とす

る。 さ ら に
こ の ギ予 定 価 格」 は， 入

札 者 の 中 の

「最 高 コ ス ト Ａ」 に 等 し い と 置 き 換 え る。 た だ

し， こ こ で示 さ れた条 件
「予定 価 格 戸 「最 高コ

ス ト Ａ」，
ま た
，
「談 合 に よ る 落 札 価 格」

Ｊ 最 高

コ ス ト Ａ」 の い ず れ に も 疑 問 が あ る。

さて， ある 入 札 者の 当該 プロ ジェク トに かか る

コ ス ト を ｃ，
そ の 場 合 の 入 札 価 格 を ｂ と す る。 当

該 プロ ジェク トに お ける期 待利 得πは，
「入 札価 格

と コ ス ト の 差 （ｂ － ｃ）」 に
「こ の 入 札 者 の 入 札 価

格 が 他 の どの入 札 考の 入 札価 格よ り も 低く なり，

落札 価 格と なる 状 況 が発 生す る期 待 確 率」 を 掛 け



た も の で あ る。
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た だ し， Ｂ（ｃ）はコス トが ｃ の場 合 の最 適入 札

価 格， Ｃ（ｂ）は Ｂ（ｃ）の逆 行 列 である。

それぞれの入札者が期待利得の最大化を図る行

動 をと った 場 合， 数学 的に は 期待 利 得式 をコ ス ト

Ｃ で偏 微 分す る と， そ れ ぞれ の入 札考 の 最適 入 札

価 格 Ｂ（ｃ） は 次 の よ う に な る。

Ｂ（ｃ）二 ｃ ＋ （Ａ － ｃ）／ ｎ

す な わち 各 企業 の 当該 プロ ジェク トに お ける 最

適 入 札 価 格 の 決 定 は，
「自 ら の コ ス ト Ｃ」 に

「最 高

コ ス ト Ａ と 自 ら の コ ス ト ｃ と の 差 を 入 札 者 数 で

割っ た 数」 を利 得 と して 加 えた 入札 価 格 とす る こ

と で あ る
。

発 注者 側 か らみ る と， 上 で求 めた ｎ 個の 最 適入

札 価格 そ れ ぞ れに つい て， そ の 最適 入 札値 が最 低

入 札価 格 に なる 確 率 を掛 けて， そ の 平 均値 を求 め

る と落 札 期待 価 格Ｅ ［ｂコ が 求ま る。 数学 的に い

う と，
ギ最適 入札 価 格」 と「そ れ ぞれ の最 適入 札 価

格 が落 札 価格 に なる 確 率密 度 関数」 との 積 を 区問

［ａ， Ａ］ で積 分す る こと に なる。 落札 期待 価 格

は 次 の よ う に 表 さ れ る。

Ｅ ［ｂコ＝ ａ ＋ ２ （Ａ － ａ）／ （ｎ ＋ 王）

談 合 によ る超 過 利 得 は， 仮定 によ り 最 高コ ス ト

Ａと競争入札による落札期待価格Ｅ 〔ｂ］ との差

と な る。

こ こ で 単 純 化 の た め に パ ラ メ ー タ を ｋ二・ａ ／ Ａ

とす る。 ｋ は入 札 企業 の 最低 コス トと 最高 コス ト

の 比 で ある。
「入 札参 加 者の 最 高コ ス トと 最 低コ

ス ト の 散 ら ば り」 と も い え る。 結 果 と し て，
談 合

の 超 過 利 得 はｎ と ｋ と い う 二 つ の パ ラ メ ー タ に

よ っ て 示 さ れ る こ と に な る。

超 過利 得二 （ｋ一 亙） （ｎ一 ユ）／ ｋ （ｎ ＋ １）

計 算結 果 を表１ に 示 す。 表 の中 の ％の 値 は， 談

合 によ る 落札 価 格 を１００と して，そ の 価格 と競 争 入

札 の落 札期 待 価格 と の 開き を 示 して いる。 コ ス ト

６ 姓 築 コ ス ト 研 究 １Ｓ９７ＳＵＭＭ 閉

の ば ら つ き が 小 さ い ほ ど， す な わ ち ｋ 二 １ に 近 い

ほ ど超 過利 得 は 少な い。 逆 に ばら つき が 大き い ほ

ど競 争入 札の 効 果が 大き く， 超 過 利 得は 大き い。

一 方， 入 札者 数 が多く なる と， 談 合 の効 果す な わ

ち超 過 利 得も 大き く なる。

こ の 表 の 中 で 日 本 の 現 状 と し て
，
撮 二１０
，
ｋ 二

１
．３
～１
．７
を 採 用 し て い る。 日 本 の 政 府 発 注 の 公 共

事業 に お ける 指名 業 者数 がユ０社 以 上 である た め代

表値 を１に 王０とす る。 ま た ｋの 値 は適 切 な数 値 を

把 握 で き な か っ た た め，
カ ナ ダ の オ ンタ リ オ 州 の

建 設 工 事契 約 の調 査 から 得た 数 字 を援用 して， そ

の 中 で最 も 分布 の 多い ｋ の値 を取 り あ げて いる。

こ の結果， 該当 する超過利 得の割 合と して 落札価格

の１６％～３３％ という かなり 大き な値 を示 して いる。

表１ シミュレーシ３ンによる談合利得

Ｕ＝昧 の 公 共二１１剃 ま太 粋 の；１１が 該１当す る〕

８． 山 下モ デルに よる再 計算

マ ク ミラ ン の計 算結 果 への 疑 間 を呈 し， 再 計算

を試みた研究が東京大学の山下哲一の修土論文 で

あ る。 山下 の再 計 算の 視 点 は次 の３ 点 であ る。

① マ ク ミ ラ ンは入 札 者 の最 高コ ス ト を予 定価 格

と とら え， そ れ と最 低落 札 価格 と の差 が 超過 利

得 と した。 そ れに 対 して 山 下 は予 定価 格 が最 高

コ ス ト と な る こ と に 疑 間 を 呈 し
，
む し ろ 予 定 価

格 は標 準 的あ るい は 平均 的 な入 札価 格 とす る 方

が妥 当 であ る と して いる。 具 体 的 には， 入 札 者

のコ ス ト は等 しい 確 率 で分布 してい る との 前 提

のも と に， 予定 価 格 は最 高コ ス トＡ と 最低 コス

ト ａ の 平 均 値 に 設 定 し て い る
。

た だ， こ の仮 定 で は
「予定 価格」 の 設定 に力



点 が 置 かれて いる が， 談 合に よる 超 過利 得 を 計算

す るう えで重 要 な ギ談 合 によ る 落札 価 格」 が け

べ て の入 札者 の 平 均的 コス ト」 に等 しいこ と にな

る。 こ れが 実態 を 表 して いる か疑 問 で ある。

② また， マ ク ミラ ンが 入札 者 のコ ス トの 散 ら ば

り 具合１（にカ ナ ダ０）入 札結 果 をそ の まま 採用 し

て いる がそ れを 妥当 で ない と し， 日本 の 状 況に

見 合 った ち ら ば り を 採 用 し て い る。 真 体 的 に

は
，
「日 経 コ ン ス ト ラ ク シ ョ ン」に 示 さ れ た 日 本

の 入札 価格 データ に 基 づい て 独自 にコ ス ト の散

ら ばり 具 合 ｋを 推定 してい る。 日経 によ る と，

９４年度に建設省や日本道路公団などの特殊法人

が 実 施 した２１０件 の 入 札 経 過 調 書 の 分 析 デ ータ

から一般競争入札の場合の落札価格と最高入札

価格の比がわかる。 落札価格と最高入札価格の

比 が ｋの 値 に近 似 する と いう 前 提の も と で， そ

の 値 を ｋの 値 と して採 用 して い る。

③ 一般競争入札と指名競争入札の場合に超過利

得の 違 いを 区別 して計 測 して い る。 前 出の 議 経

の データ と 仮 定か ら，
一 般競 争 入 札と 指名 競 争

入札 の 場合 に わ けた ｎの 値 を求 め てい る。

さて， 山下 モ デ ルの 再計 算 にお け る基 本 的 な前

提 と仮 説 は落 札 期待 価 格 Ｅ（ｂ）を求 める ま で はマ

ク ミ ラ ンモ デル と ほ ぼ同 様 である。 た だ， 各 入札

者 の コ ス ト の 分 布 を マ ク ミ ラ ンモ デ ル の［ａ，
Ａコ

とせ ず ［０， ユコ と し， Ｅ（
ｂ）を計 算 した 後 で ［

Ｏ， １］ を ［ユ，
ｋコ に 置き 換 える 手 順 をと って

いる。 この ため 落 札期 待 価格 は次の よ う にな る。

Ｅ（ｂ）工 （王ユ 十 ２）／ 撮 （撮 十 １）

ま た， 談 合 によ る 落札 価 格 は最高 コ ス トと 最 低

コ ス ト の平 均値 とす るた め リ 十 （ｋ－ １）／２」

とな る。 超 過利 得は， こ の 落札 価格 とＥ（Ｂ）と の

差に な る。 そ の値 を 算出 した結 果 が表 ２ であ る。

談合による超過利得の推定値 は， 一般競争入札

の場 合 に は落 札 価格 の４．０３％， 指 名 競争 入札 の 場

合 に は４．０９％，
と な っ て い る。 ど ち ら の 場 合 も，

マ ク ミラ ン の計 算結 果 に比 べ ると か なり 低 めの 値

と な っ て い る。

入札 者 数 ｎは 菱経 に よる 入 札実 態 の平 均値 か ら

導 き出 して いるた め， 指名 競 争入 札 （１０社） に 比

べ て一 般 競 争入 札 （９．５９社） の場 合の 入 札者 数 が

少 な い。 一般 競 争入 札 が
「制 限つ き」 で ある こ と

な どから， 入 札 考数 は 指名 競 争入 札よ り 一般 競 争

入 札 が必 ず しも 多い と はい え ない。 数式 のう え で

は， 入 札 者 数が 少な い ほ ど談 合の 利 得は 小さ く な

る た め， 結 果と して 一 般競 争 入札 の 方が 指名 競 争

入 札よ り も 談合 の利 得 が小 さ く なって い る。 こ れ

は制度 の も つ一 般 的な 可能 性 と して の一 般 競争 入

札 と 指名 競 争入 札の 違 い の効 果 という よ り， 現 状

のそ れ ぞれ の入 札 に 参加 した 入 札者 の数 に 規定 さ

れて いる と 理 解す べき で ある。

表２ 萬計算における超過利得の計算結果

１ ・・まとめ
マク ミラ ンと 山下 の 両者 の 談合 によ る 超過 利 得

の 計測 の 差 は， 談合 に よる 落札 価 格 の設 定 方法 に

よ る とこ ろ が大 きい。 談合 によ る 落 札価 格 を どう

理 解 して モ デル に取 り 込 むか， ま た， 予 定 価格 を

談 合 によ る 落札 価格 と どう 結 びつ け るか に は検 討

の 余 地 が あ る。 さ ら に，
コ ス ト の 妥 当 な ば ら つ き

の 程 度 ｋの 値 を どのよ う に入 手 する か， そ れ ぞれ

の 入 札者 の コス トの分 布 が一 様 か どう かに っ いて

も 検 討 を加 えて，モ デ ル を精 綴化 する 必 要 があ る。
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